
﹇
３

略
﹈

﹇
３

同
上
﹈

４

第
二
項
に
規
定
す
る
無
線
局
に
つ
い
て
法
第
八
条
の
予
備
免
許
を
受
け
た
者
が
当
該
無
線
局
の
う
ち
の
一
部

の
無
線
局
に
係
る
法
第
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
若
し
く
は
法
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
申
請
又
は
法
第

九
条
第
二
項
若
し
く
は
施
行
規
則
第
四
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
申
請
書

又
は
届
出
書
に
当
該
一
部
の
無
線
局
に
係
る
無
線
局
事
項
書
及
び
工
事
設
計
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
申
請
が
、
電
子
申
請
等
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４

第
二
項
に
規
定
す
る
無
線
局
に
つ
い
て
法
第
八
条
の
予
備
免
許
を
受
け
た
者
が
当
該
無
線
局
の
う
ち
の
一
部

の
無
線
局
に
係
る
法
第
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
若
し
く
は
法
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
申
請
又
は
法
第

九
条
第
二
項
若
し
く
は
施
行
規
則
第
四
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
申
請
書

又
は
届
書
に
当
該
一
部
の
無
線
局
に
係
る
無
線
局
事
項
書
及
び
工
事
設
計
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
申
請
が
、
電
子
申
請
等
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

書
類
に
同
時
に
申
請
し
よ
う
と
す
る
無
線
局
の
局
数
及
び
各
無
線
局
ご
と
の
無
線
設
備
の
工
事
落
成
の
予
定
期

日
、
運
用
開
始
の
予
定
期
日
、
無
線
設
備
の
設
置
場
所
（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
基
地
局
、
フ
ェ
ム
ト
セ
ル
基
地
局
又
は
特

定
陸
上
移
動
中
継
局
に
限
る
。）、
無
線
設
備
の
移
動
範
囲
及
び
常
置
場
所
（
Ｖ
Ｓ
Ａ
Ｔ
地
球
局
に
限
る
。）等
を

明
示
し
た
上
、
当
該
一
の
無
線
局
に
係
る
免
許
の
申
請
書
及
び
添
付
書
類
の
み
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

書
類
に
同
時
に
申
請
し
よ
う
と
す
る
無
線
局
の
数
及
び
各
無
線
局
ご
と
の
無
線
設
備
の
工
事
落
成
の
予
定
期

日
、
運
用
開
始
の
予
定
期
日
、
無
線
設
備
の
設
置
場
所
（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
基
地
局
、
フ
ェ
ム
ト
セ
ル
基
地
局
又
は
特

定
陸
上
移
動
中
継
局
に
限
る
。）、
無
線
設
備
の
移
動
範
囲
及
び
常
置
場
所
（
Ｖ
Ｓ
Ａ
Ｔ
地
球
局
に
限
る
。）等
を

明
示
し
た
上
、
当
該
一
の
無
線
局
に
係
る
免
許
の
申
請
書
及
び
添
付
書
類
の
み
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

（
工
事
設
計
書
の
記
載
の
簡
略
）

（
工
事
設
計
書
の
記
載
の
簡
略
）

第
十
五
条
の
三

免
許
の
申
請
書
に
添
付
す
る
工
事
設
計
書
は
、
既
に
免
許
の
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
無
線
局
の

無
線
設
備
の
工
事
設
計
の
内
容
と
工
事
設
計
の
内
容
が
同
一
で
あ
る
無
線
設
備
を
使
用
す
る
無
線
局
の
免
許
の

申
請
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
（
航
空
機
局
に
係
る
申
請
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
既
に
免
許
の
申
請
書
が
提
出
さ

れ
た
無
線
局
の
無
線
設
備
を
使
用
す
る
と
き
に
限
る
。）は
、
そ
の
旨
を
記
載
し
て
工
事
設
計
の
内
容
が
同
一
で

あ
る
部
分
（
船
舶
局
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
既
に
免
許
の
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
無
線
局
の
無
線
設
備
を
使
用

す
る
と
き
を
除
き
、
添
付
図
面
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
記
載
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
記
載

を
省
略
し
よ
う
と
す
る
無
線
局
の
無
線
設
備
の
設
置
場
所
（
船
舶
又
は
航
空
機
を
無
線
設
備
の
設
置
場
所
又
は

常
置
場
所
と
す
る
無
線
局
に
あ
つ
て
は
当
該
船
舶
の
主
た
る
停
泊
港
又
は
当
該
航
空
機
の
定
置
場
の
所
在
地
、

宇
宙
物
体
に
開
設
す
る
無
線
局
に
あ
つ
て
は
申
請
者
の
住
所
、
Ｖ
Ｓ
Ａ
Ｔ
地
球
局
に
あ
つ
て
は
Ｖ
Ｓ
Ａ
Ｔ
制
御

地
球
局
の
無
線
設
備
の
設
置
場
所
、
そ
の
他
の
移
動
す
る
無
線
局
に
あ
つ
て
は
当
該
無
線
局
の
無
線
設
備
の
常

置
場
所
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
管
轄
す
る
総
合
通
信
局
と
既
に
免
許
の
申
請
書
が
提
出
さ

れ
た
無
線
局
の
無
線
設
備
の
設
置
場
所
を
管
轄
す
る
総
合
通
信
局
が
異
な
る
場
合
に
お
い
て
は
、
記
載
を
省
略

す
る
旨
、
当
該
無
線
局
の
免
許
の
番
号
等
を
工
事
設
計
書
に
記
載
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
工
事
設
計
の
内
容
が

同
一
で
あ
る
部
分
の
記
載
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
五
条
の
三

免
許
の
申
請
書
に
添
付
す
る
工
事
設
計
書
は
、
既
に
免
許
の
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
無
線
局
の

無
線
設
備
の
工
事
設
計
の
内
容
と
工
事
設
計
の
内
容
が
同
一
で
あ
る
無
線
設
備
を
使
用
す
る
無
線
局
の
免
許
の

申
請
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
（
航
空
機
局
に
係
る
申
請
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
既
に
免
許
の
申
請
書
が
提
出
さ

れ
た
無
線
局
の
無
線
設
備
を
使
用
す
る
と
き
に
限
る
。）は
、
そ
の
旨
を
記
載
し
て
工
事
設
計
の
内
容
が
同
一
で

あ
る
部
分
（
船
舶
局
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
既
に
免
許
の
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
無
線
局
の
無
線
設
備
を
使
用

す
る
と
き
を
除
き
、
添
付
図
面
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
記
載
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
記
載

を
省
略
し
よ
う
と
す
る
無
線
局
の
無
線
設
備
の
設
置
場
所
（
船
舶
又
は
航
空
機
を
無
線
設
備
の
設
置
場
所
又
は

常
置
場
所
と
す
る
無
線
局
に
あ
つ
て
は
当
該
船
舶
の
主
た
る
停
泊
港
又
は
当
該
航
空
機
の
定
置
場
の
所
在
地
、

宇
宙
物
体
に
開
設
す
る
無
線
局
に
あ
つ
て
は
申
請
者
の
住
所
、
Ｖ
Ｓ
Ａ
Ｔ
地
球
局
に
あ
つ
て
は
Ｖ
Ｓ
Ａ
Ｔ
制
御

地
球
局
の
無
線
設
備
の
設
置
場
所
、
そ
の
他
の
移
動
す
る
無
線
局
に
あ
つ
て
は
当
該
無
線
局
の
無
線
設
備
の
常

置
場
所
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
管
轄
す
る
総
合
通
信
局
と
既
に
免
許
の
申
請
書
が
提
出
さ

れ
た
無
線
局
の
無
線
設
備
の
設
置
場
所
を
管
轄
す
る
総
合
通
信
局
が
異
な
る
場
合
に
お
い
て
は
、
総
務
大
臣
が

別
に
告
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
既
に
提
出
さ
れ
た
免
許
の
申
請
書
に
添
付
し
た
工
事
設
計
書
の
写
し
が
あ
ら

か
じ
め
総
務
大
臣
に
提
出
さ
れ
て
い
る
と
き
に
限
る
。

﹇
２

略
﹈

﹇
２

同
上
﹈

３

免
許
の
申
請
書
に
添
付
す
る
工
事
設
計
書
は
、
検
定
規
則
に
よ
る
型
式
検
定
に
合
格
し
た
無
線
設
備
の
機
器

を
使
用
す
る
無
線
局
の
免
許
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
（
施
行
規
則
第
十
一
条
の
五
の
規
定
に
よ
る
型
式

検
定
を
要
し
な
い
機
器
を
使
用
す
る
無
線
局
の
免
許
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
を
含
む
。）は
、
当
該
機
器

の
性
能
に
関
す
る
部
分
で
あ
つ
て
型
式
検
定
に
係
る
も
の
（
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
を
含
む
。）及
び
構
造
に
関

す
る
部
分
の
記
載
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

免
許
の
申
請
書
に
添
付
す
る
工
事
設
計
書
は
、
検
定
規
則
に
よ
る
型
式
検
定
に
合
格
し
た
無
線
設
備
の
機
器

を
使
用
す
る
無
線
局
の
免
許
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
当
該
機
器
の
性
能
に
関
す
る
部
分
で
あ
つ
て

型
式
検
定
に
係
る
も
の
及
び
構
造
に
関
す
る
部
分
の
記
載
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

﹇
４

略
﹈

﹇
４

同
上
﹈

（
再
免
許
の
申
請
）

（
再
免
許
の
申
請
）

第
十
六
条

再
免
許
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
第
三
条
第
一
項
各
号
（
第
三
号
を
除
く
。）に
掲
げ
る
事
項

の
ほ
か
識
別
信
号
、
免
許
の
番
号
及
び
免
許
の
年
月
日
を
記
載
し
た
申
請
書
を
総
務
大
臣
又
は
総
合
通
信
局
長

に
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
六
条

再
免
許
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
再
免
許
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を

添
え
て
総
務
大
臣
又
は
総
合
通
信
局
長
に
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
の
様
式
は
、
別
表
第
一
号
の
と
お
り
と
す
る
。

一

免
許
の
番
号

二

免
許
の
年
月
日
及
び
有
効
期
間
満
了
の
期
日

三

継
続
開
設
を
必
要
と
す
る
理
由
（
遭
難
自
動
通
報
局
を
除
く
。）

四

希
望
す
る
電
波
の
型
式
、
周
波
数
の
範
囲
及
び
空
中
線
電
力

五

希
望
す
る
運
用
許
容
時
間
（
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
書
に
そ
の
記
載
の
省
略
を
受
け
た
無

線
局
を
除
く
。）

平成年月日 木曜日 (号外第号)官 報 
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